
平 成 ２ ８ 年 ３ 月 

海事局安全政策課 

 

スマートフォンを活用した船舶事故防止分科会の設置について 

 

 

１．設置目的 

  毎年２，０００隻以上発生している船舶事故のうち７割以上が小型船舶の

事故である。これに対して、近年普及が進んでいるスマートフォンを活用す

ることによって、設置費用をかけずに小型船舶の安全性を向上することが、

費用面・普及面の観点から効果的であると考えられる。 

  具体的には、浅瀬などの危険箇所に接近した場合に注意を促す機能、スマ

ートフォン同士の位置情報を交換することによって他船の動静を把握する

機能、衝突が起こりそうな場合にスマートフォン同士で連絡を取り合うこと

によって意思疎通を図る機能などを有するスマートフォンアプリの開発と

普及が望まれる。 

  一方で、スマートフォンを船舶航行の安全に直結する用途に使用する場合

には、誤った情報を表示するなどして船舶を危険にさらすおそれも否定でき

ない。基本的な仕様や運用ルールを検討し、携帯電話が通信可能なエリアに

おいて、ユーザーが安心してこれを利用できる環境を整備することにより、

スマートフォンを衝突防止に活用する上でその安全性を担保するため、スマ

ートフォンを活用した船舶事故防止分科会を設置する。 

 

２．検討事項 

  ①スマートフォンを活用する際の課題の整理 

  ②スマートフォンアプリの基本的な仕様と運用ルール 

  ③その他 

 

３．委員構成 

  別紙のとおり。必要に応じてオブザーバーの出席を求めることとする。 

 

４．スケジュール 

  平成２８年度内にスマートフォンアプリの基本的な仕様と運用ルールを

策定し、公表する。 
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スマートフォンを活用した船舶事故防止分科会 
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救助事業部長 
日髙 秀希 

国立研究開発法人 海上・港湾・航空技術研究所 

海上技術安全研究所 運航・物流系長 
福戸 淳司 

公益社団法人 日本海難防止協会 主任研究員 水成 剛 
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